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表
土
森
林

国立大学法
人
新潟大学

教授
野中 昌法

里山森林から水・
農地土壌・生産物・
食事を通した放射
性セシウムの動態
とその低減対策の
提案

福島県二本松市里山地域を対象に、里山資源を利用
した循環型農業と食物の安全性と安心を確保するた
めの技術、農家の被ばくを低減する技術を提案するこ
とを目的とする。里山森林落葉・伏流水・農業用水・水
田・畑土壌と生育作物、農産物・食品の放射性セシウ
ムの挙動を詳細に調べ、放射性セシウムの移動を予
測し、防止対策を検討できるようにする。また、放射性
セシウムが高濃度蓄積している土壌の改良すること
で、農家の被ばくの低減を進めるとともに、農産物の
調理による放射性セシウムの変化と栄養成分の変化
も調べ、農産物製品と食事の安全性を確認する。

3年 ¥11,196

生
物
多
様
性

学校法人
東北工業大
学

教授
山田 一裕

鉄鋼スラグを活用
した北上川河口ヨ
シ原の再生方法に
関する研究

東日本大震災によって衰退が著しいられている北上
川河口（宮城県石巻市）のヨシ原を対象に、ヨシ生育
状況と土壌環境、野鳥を調査し、生態系としてのヨシ
原の現状を把握する。また、観察された原因（仮説）を
検証するため、各種条件によるヨシ生育の室内実験
を実施し、さらに、ヨシ再生をめざすために鉄鋼スラグ
を用いた地盤高調整と栄養供給の効果を実験的に検
証し、北上川河口でのヨシ再生のための具体的な工
法・条件を提案する。

2年 ¥2,856

持
続
可
能
社
会

国立大学法
人
福島大学うつ
くしまふくしま
未来支援セン
ター

復興計画
支援部門
産業復興
支援担当
マネー
ジャー
小山 良太

特定避難勧奨地点
における営農継
続・生活再建と地
域再生モデル普及
に関する研究

福島県伊達市霊山小国地区を対象に、住民活動と一
体となった実証的研究を行うことで、営農継続・生活
再建による地域再生モデルを提示することを目的とす
る。放射性物質による汚染実態の詳細な把握（空間・
土壌・作物汚染マップの作成）、汚染レベルに応じた
空間線量低減および農業復興技術の開発、生活再建
に向けた自給・域内流通農産物の安全性検査体制の
構築により、原子力災害への対応技術や科学的知見
の確立と、地域間の問題構造の把握や放射能対策の
社会的実装による地域再生を進める。また、体系立て
た損害調査（風評非該当）により損害構造を解明し、
生活再建モデルを提示する。

3年
6ヶ月

¥19,094

持
続
可
能
社
会

国立大学法
人
東京大学工
学部都市工
学科

准教授
窪田 亜矢

大槌町の伝統・文
化にもとづいた復
興都市デザインの
提案

本研究は岩手県大槌町を対象に、伝統や文化、風土
を調査し、土地の個性に根差した魅力的な町づくりの
ための復興都市デザインを提案することを目的とす
る。震災前に人々が集っていた空間の形態や使われ
方、湧水を活かした生活様式、祝祭時の巡行ルートや
沿道空間の使われ方、広域文化圏に共通する伝統・
文化や、デザインコードなどを調査によって明らかに
する。調査の際には、被災前後の状況だけでなく、歴
史的変遷、住民・所有者・利用者等の関係者の今後
の活用意向も明らかにし、今後の復興都市デザインを
提案する。

2年 ¥7,602

合　計 ：   4件　
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40,748千円


